
研究紹介 
がんを促進する食品成分 
食品の中には、発がん性として知られるもの以外に、がんの悪性度を増加させる成

分があります。トランス脂肪酸は、マーガリンやショートニングの成分であり多くはオレ

イン酸を工業的に水素化し製造したエライジン酸が使用されています。これまでに、ト

ランス脂肪酸はコレステロールと同様に動脈硬化を促進し心血管障害をもたらすこと

から、欧米では使用制限が設けられています。このエライジン酸は、コレステロールラ

フトを増大し増殖因子シグナルを促進します（1）。また、EGFR からの non-canonical 
な wnt シグナルを介して幹細胞性を亢進させます（2）。エライジン酸は腫瘍間質細胞

にも幹細胞性を亢進させ、これに接するがん細胞の幹細胞性を誘導します（3）。その

結果、がんの転移能を促進し（4）、抗がん剤への耐性を誘導します（5）。また、間欠

的な絶食はこのようなエライジン酸のがん促進効果を増大します（6）。5-アミノレブリ

ン酸は、光毒性や放射線増感作用からがんの治療にも使用されています。しかし、光

毒性を生じない通常の体内環境では HO-1 により代謝され一酸化炭素を生成するこ

とでがん細胞の幹細胞性を促進し、がんの悪性化を招くことが分かりました（7）。 
 
トランス脂肪酸であるエライジン酸

（EA)はその構造異性体であるオ

レイン酸(OA)に比較し、皮下腫瘍

の増大を促進し(A)、肝転移(B)、

肺転移(C)、腹膜転移(D)のいず

れも高度に促進した。 
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